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　令和７年３月３１日をもって令和６年度少年補導員の任期が満了となります。
少年補導員の皆様のご協力により、街頭補導活動を中心に青少年の健全育成・非行防止活動を
行うことができました。
　お忙しい中、活動にご参加いただいた少年補導員の皆様に心より感謝申し上げます。

　おかげさまで、奥州市少年センターの補導件数は０件でした。

今年度の街頭補導活動状況は下記のとおりです。

午後巡回90回、夜間巡回９回の計99回巡回を行い、延べ２８９人(うち夜間31人)の補導員が
従事し、延べ１1７７人の子どもたちに声がけしました。

　表中にある注意の内容は、ゲームセンター(コーナー)の利用について、「小中学
生は、保護者同伴であること」また、自転車の利用について「ヘルメッットを着用する
こと」小学生には「決まりを守って学区内で利用すること」等を注意しました。

奥 州 市
少年センターだより
https://www.city.oshu.iwate.jp/soshiki/9/1063/8/11248.html

街頭補導活動へのご協力ありがとうございました
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声がけ人数（令和７年２月末時点）

男 女 男 女 男 女 男 女

６月 37 40 36 33 19 20 185 0 0

７月 22 10 22 4 16 27 101 10 0

８月 23 10 22 19 14 8 96 0 0

９月 9 11 45 27 20 21 133 0 0

10月 23 35 11 23 6 5 103 0 0

11月 37 15 20 9 15 21 117 0 0

12月 28 23 42 22 19 37 171 1 0

１月 20 11 44 10 18 25 128 11 0

２月 9 26 9 11 34 54 143 0 0

計 208 181 251 158 161 218 1177 22 0

計
注　意小学生 中学生 高校生

活動回数・人数（令和７年２月末時点）

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 計

午後 12 6 8 9 12 12 12 9 10 90

夜間 0 3 3 3 0 0 0 0 0 9

午後 36 18 26 34 34 36 30 23 21 258

夜間 0 10 10 11 0 0 0 0 0 31
※従事補導員数に専任補導員も含む

実施日数
(日)

従事補導員数
(人)



　　こども家庭庁を始めとする関係省庁では、青少年が初めてスマートフォン
　等を手にする春の卒業・進級・入学の時期である、２月～５月の期間に重点を置き、
 「春の安心ネット・新学期一斉行動」を実施しています。
  近年、インターネット利用の拡大に伴い、青少年が直面する様々なトラブルが増加しています。
　問題を解決するためには、以下の４つのアプローチが重要です。

　・　技術的手段や家庭内ルールを活用し、保護者が青少年のインター
　　　ネット利用を適切に管理することが重要です。
　　　保護者自身の意識向上も必要です。
　・　携帯電話事業者が提供するフィルタリングサービスやアプリを活用
　　　し、有害情報の閲覧を制限しましょう。
　　　契約時にはフィルタリングの必要性についての説明を受け、積極的
　　　に利用を検討してください。
　・　青少年にスマートフォンを持たせる前に、リスクについて家庭で話
　　　し合い、正しい利用方法や生活習慣を守るためのルールを設定し

　　 　　　ましょう。
　　　ルールは定期的に見直し、青少年自身がインターネットの使い方に
　　　ついて考える機会を提供することも重要です。
　・　インターネットを便利で安全に利用するために、青少年が情報の
　　　取捨選択や発信を適切に行える能力を身につけることが必要です。
　　　学校や地域団体と連携し、安全なスマートフォン利用についての
　　　説明会を開催し、保護者の意識と知識を高める取り組みを進めて
　　　いきましょう。

　新学期を迎え、青少年に新たにスマートフォンの購入を検討しているご家庭も多いと思います。
保護者の方々には、利用に関して様々なリスクがあることを理解していただき、青少年がトラブルに
巻き込まれないように十分留意したうえで、使用を許可するようお願いします。

    2月20日(木)に胆江地区高等学校生徒指導連絡協議会が前沢高校で開催され、胆江地区の

各高校の生徒指導の先生方と、奥州警察署の生活安全課、交通課、県南教育事務所から青少年

指導員、奥州市少年センター専任補導員が参加し、情報交換が行われました。
　　奥州警察署からは、非行少年の増加や低年齢化が問題視され、交通安全についても高校生の
自転車事故が増加していると報告がありました。各学校からは、スマホ利用やアルバイトに関する
方針の見直しが進められているとの声が集まりました。特にアルバイトについては、通年アルバイ
トを許可している高校の先生から「就職時の自己アピールや社会適応力の事前把握にメリットが
ある」との意見が出されました。また、学校ごとのいじめや不登校の状況も共有され、地域全体で
の対策が求められました。この協議会を通じて、生徒の健全な成長を支えるための取り組みが一
層充実されることが期待されています。 

令和７年「春のあんしんネット

・新学期一斉行動」実施中

令和６年度第４回胆江地区高等学校生徒指導連絡協議会


